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平成27年1月22日 

 

各 位 

会 社 名  ワ タ ミ 株 式 会 社 

  （コード番号 7522  東証第一部） 

代表者名  代 表 取 締 役 社 長  桑 原  豊 

問合せ先  執行役員経営企画本部長  小田 剛志 

  （TEL 03-5737-2784） 

 

 

連結子会社間の合併（簡易合併）および合併存続会社の商号変更に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、いずれも当社の連結子会社であるワタミフードサービス株

式会社（以下「ＷＦＳ」と言う。）、ワタミタクショク株式会社（以下「タクショク」と言う。）、ワタ

ミ手づくりマーチャンダイジング株式会社（以下「ＭＤ」と言う。）の３社間による合併および合併存

続会社の商号変更につきまして決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 本件吸収合併の目的  

 ＷＦＳにおいて「和民」「わたみん家」などを店舗展開しておりますが、主戦場としております居酒

屋市場は、飲酒人口の減少などにより今後も縮小が見込まれており、その事業環境は厳しさを増して

おります。 

 一方、タクショクが手掛ける高齢者向け弁当を中心とした宅配市場は、高齢化社会の進展とともに、

その市場の成長性が見込まれておりますが、多数の競合他社の参入が相次ぐなど、その事業環境は厳

しくなってきております。 

さらに、コンビニエンスストアなど他の販売チャネルにおける商品力並びに利便性の向上により、

「食」ビジネスは既存の外食事業、宅食事業といった事業の垣根を超えた大きな変革期に入っている

と認識しております。そうしたなか、既存の事業の枠組みにとらわれることなく、新業態開発、新市

場開拓及び創出を行い、ワタミグループの強みを最大限に発揮できる「食」ビジネスの成長戦略を描

いていくことが必要であると考えたものであります。 

 また、従来ワタミグループではＭＤにおいて、食品の製造加工及び仕入・物流業務を手掛け、安全・

安心でおいしい商品を安価に提供するための機能を担ってきました。このことが農業への取り組みと

ともに、ワタミグループ独自の６次産業モデルの構築につながり、事業の多角化など他社との差別化

を図るうえで大きな武器となってきました。 

しかしながら、今般の厳しい事業環境を踏まえ、６次産業モデルを活かした付加価値の高い商品を

継続して生み出していくには、２次産業部門のＭＤと３次産業部門であるＷＦＳ並びにタクショクを

合併し、製販一体型の組織に改編することが最良であると判断いたしました。そうすることで、今ま

で以上にお客様の声を反映できる商品開発体制が構築できるとともに、固定費の削減など経営効率の

改善を同時に図っていくことができると考えております。 

さらに、「食」の安全・安心に対するお客様の意識の高まりに対して、信頼いただける製造供給体制

構築を、今まで以上に進めることも重要な課題であると認識しており、その体制強化も併せて進めて

いく所存であります。 

以上を踏まえ、現事業間の垣根を越えた連携を図り、シナジーを最大化しつつ、「食」の安全・安心

に対する取り組みを強化していくうえで、合併による組織統合を行うことが最良であると判断したも

のであります。 
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２．本件吸収合併の要旨 

（１）本件吸収合併の日程  

    合併承認取締役会 （当社）                平成２７年１月２２日 

    合併承認臨時株主総会（当事会社）            平成２７年１月２２日 

    合併契約締結（当事会社）                  平成２７年１月２２日 

    合併予定日（効力発生日）                  平成２７年３月１日 

 

（２）合併方式および商号 

ＷＦＳを存続会社、タクショク、ＭＤを消滅会社とする吸収合併となり、ＷＦＳは合併期日

をもって、ワタミフードシステムズ株式会社に商号変更いたします。 

 

（３）合併比率及び合併交付金 

当社の完全子会社同士の合併であることから、合併比率の取り決めはありません。また、消

滅会社株主に対する存続会社株式の割当て及び合併交付金の支払いもありません。 

 

（４）合併に伴う新株予約権および新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３．本件合併当事会社の概要 

 存続会社 

商号 ワタミフードサービス株式会社 

事業内容 国内外食事業 

設立年月日 平成１８年２月１７日 

所在地 東京都大田区羽田一丁目１番３号 

代表者 代表取締役  清水 邦晃 

資本金 100百万円 

発行済株式総数 482,000株 

決算期 ３月３１日 

従業員数 1,236名 

大株主 ワタミ株式会社 100％ 

  

 消滅会社 消滅会社 

商号 ワタミタクショク株式会社 ワタミ手づくりマーチャンダイジン

グ株式会社 

事業内容 宅食事業 食材製造卸・酒類等販売業 

設立年月日 昭和５５年５月１３日 平成９年４月２５日 

所在地 東京都大田区羽田一丁目１番３号 東京都大田区羽田一丁目１番３号 

代表者 代表取締役  門司 実 代表取締役  桑原 豊 

資本金 45百万円 10百万円 

発行済株式総数 73,228株 128,200株 

決算期 ３月３１日 ３月３１日 

従業員数 458名 260名 

大株主 ワタミ株式会社 100％ ワタミ株式会社 100％ 
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直前事業年度の経営成績および財政状態（平成26年３月期） 

 ワタミフードサービス株式

会社 

ワタミタクショク株式会社 ワタミ手づくりマーチャン

ダイジング株式会社 

純資産 △4,478百万円 2,309百万円 2,453百万円 

総資産 26,132百万円 8,651百万円 13,953百万円 

１株当たり 

純資産 

△2,239,071円 38銭 31,544円 68銭 19,139円 59銭 

売上高 68,270百万円 42,843百万円 47,882百万円 

営業利益 △2,932百万円 3,018百万円 38百万円 

経常利益 △2,495百万円 3,051百万円 40百万円 

当期純利益 △6,783百万円 1,792百万円 16百万円 

１株当たり 

当期純利益 

△3,391,754円 10銭 24,474円 96銭 130円 35銭 

（注）１株当たり純資産および１株あたり当期純利益は自己株式を控除して計算しております。 

 

４．本件吸収合併後の状況（吸収合併存続会社） 

商号 ワタミフードシステムズ株式会社 

事業内容 国内外食事業、宅食事業 

所在地 東京都大田区羽田一丁目１番３号 

代表者 代表取締役（国内外食事業管掌）  清水 邦晃 

代表取締役（宅食事業管掌）    門司 実 

資本金 100百万円 

決算期 ３月３１日 

大株主 ワタミ株式会社 100％ 

 

５．業績に与える影響 

 当社の連結業績に与える影響は現在精査中であり、判明次第速やかに公表いたします。 

 

以 上 

 

 

 

（参考）当期連結業績予想（平成26年11月７日公表分）および前期連結実績 

（％表示は、対前期増減率） 

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

当期業績予想 

154,000 △5.6 1,300 △55.8 200 △90.6 △3,000 － △80.34 

（平成27年３月期） 

前期実績 

163,155 3.4 2,946 △68.1 2,133 △73.4 △4,912 － △123.81 

（平成26年３月期） 

 


